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   事 業 内 容         

 

                         

                         

                         

                         

                            

【

ある日の植物標本同定会】 

 

   事 業 効 果                     【目標・ねらい】 

● 後世の住民に、現在の軽井沢町の

植物データを遺す。  

● 市民参加での植物標本つくりの

可能性の実証                    

● 希少植物の分布を明らかにする。       

● 専門家や行政との協働                     

 

 

 

   今後の取り組み    

 

 

※自己評価欄は「Ａ」90％以上「Ｂ」70～89％「Ｃ」50～69％「Ｄ」49％以下で示すこと。 

事業名 軽井沢の植物標本つくりプロジェクト 其の３ 

団体名 軽井沢サクラソウ会議 

総事業費 147,860円（うち補助金：73,000円） 

自己評価（目標達成率） 

Ａ【90％以上】 

今年度は、町内の環境省「モニタリングサイト 1000里地

調査地」などで、植物標本を 131作成した（3年間で合計

作成数は 631）。 

視察研修２回、自然観察研修会３回、同定作業延べ５２名、

講演会 1回（「外来種と生物多様性」）、展示会２回、 

活動紹介リーフレット２種作成 など活発に活動した。                          

                           

                           

                           

                           

                           

                         

                         

                            

市民参加方式で科学的な知見が得られる植物標本作成

か可能であることを実証できたと自負する。 

植物標本作成は、あくまで町の自然の現状を知るための

１行程に過ぎず、作成自体が自己目的ではない。 

軽井沢町に特定外来種を発見し、行政との協働作業が進

展したことは大きな成果である。                           

                           

                           

                           

                           

                           

                         

                                                                                        

 さらに研鑽をつみ、植物標本作成能力を高めたい。完成した植物標本を住民の共有財産として恒常

的に公開できるような場を確保したい。他の地域での植物標本の保管・公開の実態調査をしたい。                                            

                                              

   


